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とな る擬 似 解 婿,_,垢 に対 して 、

ゆ1一 ⑳i1<exp(一z),...,1コ じπ一 ⑳夷1〈exp(一 の(1≦5≦5)

とな る真 の 解 亀,..,賜 が存 在 す る。

匹AP](Artin線 形 近 似 性):SAPの β を 乞の ア フ ァ イ ン 関数 とな る よ うに 選 べ る 。

APは 擬似解が真 の解で近似 され ることを、SAPはAPの 真の解に よる近似の一様性 を述

べている。LAPは さらに強い条件 となる。LAPは いわばLojasiewiczの 不等式の無限次元化

とも言 うべき ものであ る。

M.Artin(1968,69)はAが 収 束べき級 数環な どの とき、AP、SAPを 示 した。そ こで 五

が さらに優 秀Hensel環 である とき、SAPが 成立す るか とい う問題 が生 じた。 これは難問 で

あったがG.P丘ster-D.Popescu(1975)に よって肯 定的 に解決 され た。

この解 決の補正 ・別証 に寄 与のあったM.Spivakovsky(1990)は 、優秀Hensel環 に対 し

ては、LAPも 成立す る ことを主張 した。 しか しこれ はその指導す る博 士課程の 学生Rond

(2005)の 反例に よって否 定され た。 しか しG.RondはS.Izumi(1985)の 定理 を用 いて、べ

き級数環 に対 してはLAPが 成立す ることをも示 した。

伊藤君はRondの 方法にならい、上記 のDiophantus不 等式を用 いると、等標数優秀Hense1

局所整域 を係数 とす る2変 数斉 次多項 式に対 してもLAPを 示す ことが できることを示 した。

つ ま りRondが 多様体上の一点 における関数 環に対 して示 した ことを、特異 点におけ る関数

環 にまで拡張 できるのことがわ かった。2変 数斉次多項式 とい うと大変 単純 なよ うであるが、

そ の内で も最 も簡単 な方程式rxy=0に 対す るLAP」 で さえ、出発点 となったIzumiの 定

理その もの であ り、 これま で多 くの応用 を生んできた ものであ る。
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